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➢ EU/EEA加盟国の港湾を発着する航海で使用した燃料のGHG強度に上限を設定
• GHG強度：エネルギー当たりのGHG排出量（Well to Wake）の年間平均値

➢ 従来燃料は、2025年時点でGHG強度上限値を超過
• バイオ燃料に対する関心の高まり
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背景

■ FuelEU Maritimeの導入（2025年1月1日～）

gCO2eq/MJ

HFO LFO MDO
MGO

LNG
Otto
Slow

Speed

91.74 91.39 90.77 82.87

2025 ~ 2029: 89.34 gCO2eq/MJ
Provisional 
calculations

B100 B30 HFO+B30

燃料のGHG強度（Well to Wake）

16.38 69.14

HFO

B30

➢ 従来燃料とバイオ燃料を併用す
ることで、GHG強度を低く抑え
ることが可能

それぞれのGHG強度を、
使用したエネルギー量に
よって加重平均して算出

GHG強度
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背景

■ FuelEU Maritimeにおける「柔軟性メカニズム」の活用

➢ GHG強度規定に適合するための手段

• GHG強度規定の上限値を達成

• GHG強度規定の上限値を達成できない場合：

✓ 罰金の支払い

✓ 上限値を達成した他船からのコンプライ
アンス・バランス（CB）の調達

• 当該船舶と同じプーリングに入ることが必要

✓ 次年度からCBをボローイング

これらにかかるコスト
を考慮した、規制適合
手段の検討の必要性

注：CB = コンプライアンス・バランス

従来燃料 and/or バイオ燃料の使用に
より、低コストでFuelEUのGHG強度
規定に適合するための手段を考察

コンプライアンス・バランス



注：CB = コンプライアンス・バランス

HFO

HFO燃料コスト

HFO燃料コスト

HFO

HFO燃料コスト

HFO

B30燃料コスト

B30

罰金

CB調達
コスト

使用エネルギー量は同一

使用燃料

FuelEU適合コスト

使用燃料

FuelEU適合コスト

使用燃料

FuelEU適合コスト

規則適合コストの最適化に関する考察

■ 燃料選択の際に検討が必要な事項

(1) 従来燃料のみを使用し、罰金を支払う場合

(2) 従来燃料とバイオ燃料を使用し、GHG強度の上限値を達成する場合

(3) 従来燃料のみを使用し、他船からCBを調達する場合
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注：CB = コンプライアンス・バランス

HFO

HFO燃料コスト

HFO燃料コスト

HFO

HFO燃料コスト

HFO

B30燃料コスト

B30

罰金

CB調達
コスト

使用エネルギー量は同一

使用燃料

FuelEU適合コスト

使用燃料

FuelEU適合コスト

使用燃料

FuelEU適合コスト

HFOとB30の価格差が何

ドル以下であれば、罰金

を支払うよりも低コスト

となるのか？

規則適合コストの最適化に関する考察

■ 燃料選択の際に検討が必要な事項

(1) 従来燃料のみを使用し、罰金を支払う場合

(2) 従来燃料とバイオ燃料を使用し、GHG強度の上限値を達成する場合

(3) 従来燃料のみを使用し、他船からCBを調達する場合
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＜例＞Bulk Carrier (64,000 DWT) 
燃料消費量： HFO:1,000ton or HFO:893.50ton、B30:109.33ton
HFO価格：450 USD/ton, B30価格：750 USD/ton (価格差：300 USD/ton)
適用対象となるエネルギー消費量：100% (EU/EEA域内航海）

GHG強度

HFO 91.74 gCO2eq/MJ

B30 69.14 gCO2eq/MJ

GHG強度の上限値（2025年～2029年）:
89.34 gCO2eq/MJ

＜仮定＞

(1) HFOのみを使用し、罰金を支払う場合
➢HFO燃料コスト + 罰金額

450,000 USD + 65,000 USD = 515,000 USD
(2) HFOとB30を使用し、GHG強度上限値を達成する場合

➢HFO燃料コスト ＋ B30燃料コスト
402,000 USD + 82,000 USD = 484,000 USD

規則適合コストの最適化に関する考察

■ 「従来燃料のみ+罰金」vs 「従来燃料＋バイオ燃料」 (1/2)

■ シミュレーション

HFOとB30の価格差が何ドル以下であれば、
罰金を支払うよりも低コストとなるのか？

適用対象となるエネルギー量：
100% (EU/EEA域内航海）

■ 結果及び考察

• HFOとB30の「価格差」が約580 USD/ton 以下
の場合、罰金を支払うよりも低コスト。

• 現実的には、「HFOとB30を使用し、GHG強度上
限値を達成する」方が、「HFOのみを使用して罰
金を支払う」よりも低コスト。
（参考：現在の燃料価格差は約300USD/ton）

HFOを約89%、B30を約11%（重量ベース）
使用するとGHG強度の上限値を達成する。

低コスト



■ シミュレーション
GHG強度の上限値が厳しくなる場合、罰金を支払うよりも低コストとなる従来燃料（HFO,
LFO, MGO）とバイオ燃料の燃料価格差の閾値はどのように変化するのか？
＜仮定＞

■ 結果及び考察

• 価格差の閾値は、従来燃料の種類（＝
GHG強度）によって異なる。

• GHG強度の上限値が厳しくなっても、罰
金を支払うよりも低コストとなる従来燃
料とバイオ燃料の価格差の閾値は同一。
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Year 2025-2029 2030-2034 2035-2039

GHG強度上限値
[gCO2eq/MJ]

89.34 85.69 77.94

従来燃料の種類 HFO LFO MGO HFO LFO MGO HFO LFO MGO

従来燃料油の
GHG強度
[gCO2eq/MJ]

91.74 91.39 90.77 91.74 91.39 90.77 91.74 91.39 90.77

従来燃料シェア
[重量ベース]

89% 91％ 93% 73% 74% 75% 38% 39% 39%

B30シェア
[重量ベース]

11% 9％ 7% 27% 26% 25% 62% 61% 61%

罰金を支払うよりも
低コストとなる従来
燃料とB30との価格
差[ドル/ton]

580 560 515 580 560 515 580 560 515

罰金を支払うよりも低コストとなる従来燃料とバイオ燃料の価格差
（従来燃料油の種類別）

規則適合コストの最適化に関する考察

GHG強度

HFO 91.74 gCO2eq/MJ

LFO 91.39 gCO2eq/MJ

MGO 90.77 gCO2eq/MJ

B30 69.14 gCO2eq/MJ

■ 「従来燃料のみ+罰金」vs 「従来燃料＋バイオ燃料」 (2/2)

適用対象となるエネルギー量：
100% (EU/EEA域内航海）



注：CB = コンプライアンス・バランス

HFO

HFO燃料コスト

HFO燃料コスト

HFO

HFO燃料コスト

HFO

B30燃料コスト

B30

罰金

CB調達
コスト

使用エネルギー量は同一

使用燃料

FuelEU適合コスト

使用燃料

FuelEU適合コスト

使用燃料

FuelEU適合コスト

HFOとB30の価格差が何

ドル以下であれば、罰金

を支払うよりも低コスト

となるのか？

HFOとB30の価格差が何

ドル以下であれば、CBを

調達するよりも低コスト

となるのか？

規則適合コストの最適化に関する考察

■ 燃料選択の際に検討が必要な事項

(1) 従来燃料のみを使用し、罰金を支払う場合

(2) 従来燃料とバイオ燃料を使用し、GHG強度の上限値を達成する場合

(3) 従来燃料のみを使用し、他船からCBを調達する場合
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＜例＞Bulk Carrier (64,000 DWT) 
燃料消費量： HFO:1,000ton or HFO:893.50ton、B30:109.33ton
HFO価格：450 USD/ton, B30価格：750 USD/ton (価格差：300 USD/ton)
CB調達コスト：300 USD/ton
適用対象となるエネルギー消費量：100% (EU/EEA域内航海）

GHG強度

HFO 91.74 gCO2eq/MJ

B30 69.14 gCO2eq/MJ

GHG強度の上限値（2025年～2029年）:
89.34 gCO2eq/MJ

＜仮定＞

規則適合コストの最適化に関する考察

■ シミュレーション

HFOとB30の価格差が何ドル以下であれば、
CBを調達するよりも低コストとなるのか？

適用対象となるエネルギー量：
100% (EU/EEA域内航海）

■ 結果及び考察

• 「HFOとB30の価格差」と「CBの調達価格」によ
り、どちらが低コストとなるか異なる。

HFOとB30の
価格差 [USD/ton]

CB調達価格
[USD/tonCO2eq]

どちらが低コスト
か？

300 300 CBの調達

300 500 HFO+B30

＜例＞

(2) HFOとB30を使用し、GHG強度上限値を達成する場合
➢HFO燃料コスト ＋ B30燃料コスト

402,000 USD + 82,000 USD = 484,000 USD
(3) HFOのみを使用し、CBを調達する場合

➢HFO燃料コスト ＋ CB調達コスト
 450,000 USD + 29,000 USD = 479,000 USD 

■ 「従来燃料＋バイオ燃料」vs「従来燃料のみ+CBの調達」 (1/2)
注：CB = コンプライアンス・バランス

低コスト

HFOを約89%、B30を約11%（重量ベース）
使用するとGHG強度の上限値を達成する。



罰金を支払う
方が低コスト

HFOとB30の価格差[USD/ton]

C
B
の

調
達

価
格

[U
S
D

/t
o
n
C
O

2
e
q
]

CBを調達する方が低コスト

B30を調達する方が低コスト

＜仮定＞

■ 結果及び考察

• HFOとB30の価格差が大きくなれ
ば、FuelEUに低コストで適合す
るためのCBの調達価格もそれに比
例して高くなる。

• GHG強度の上限値が厳しくなって
も、この境界線は同一。
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※GHG強度69.14gCO2eq/MJのB30を使用する場合、GHG強度上限値を達成できるのは2039年まで。

注：CB = コンプライアンス・バランス

規則適合コストの最適化に関する考察

GHG強度

HFO 91.74 gCO2eq/MJ

B30 69.14 gCO2eq/MJ

■ シミュレーション

「HFOとB30の価格差」と「CBの調達価格」の関係性は？

■ 「従来燃料＋バイオ燃料」vs「従来燃料のみ+CBの調達」 (2/2)

適用対象となるエネルギー量：
100% (EU/EEA域内航海）



注：CB = コンプライアンス・バランス

HFO燃料コスト

HFO

HFO燃料コスト

HFO

B30燃料コスト

B30

CB調達
コスト

使用エネルギー量は同一

使用燃料

FuelEU適合コスト

使用燃料

FuelEU適合コスト

HFOとB30の価格差が何

ドル以下であれば、CBを

調達するよりも低コスト

となるのか？

規則適合コストの最適化に関する考察

■ 燃料選択の際に検討が必要な事項

(2) 従来燃料とバイオ燃料を使用し、GHG強度の上限値を達成する場合

(3) 従来燃料のみを使用し、他船からCBを調達する場合

12

HFO

HFO燃料コスト 罰金

使用燃料

FuelEU適合コスト

HFOとB30の価格差が何

ドル以下であれば、罰金

を支払うよりも低コスト

となるのか？

(1) 従来燃料のみを使用し、罰金を支払う場合



罰金を支払う
方が低コスト

HFOとB30の価格差[USD/ton]

C
B
の

調
達

価
格

[U
S
D

/t
o
n
C
O

2
e
q
]

CBを調達する方が低コスト

B30を調達する方が低コスト

13

※GHG強度69.14gCO2eq/MJのB30を使用する場合、GHG強度上限値を達成できるのは2039年まで。

注：CB = コンプライアンス・バランス

規則適合コストの最適化に関する考察

■ 「従来燃料のみ＋罰金」vs「従来燃料＋バイオ燃料」vs「従来燃料のみ+CBの調達」 

580

665

• 「従来燃料を使用して罰金を支払
う」手段が低コストとなる可能性は
非常に低い。

• 短期的には、CBの売買価格は、従
来燃料とバイオ燃料の価格差等に応
じて変動する可能性が高い。

<GHG強度> HFO：91.74 gCO2eq/MJ、B30：69.14 gCO2eq/MJ

<適用対象となるエネルギー量> 100% (EU/EEA域内航海）

＜仮定＞

＜留意事項＞

• 次の場合はより詳細な計算が必要となる:

– EU/EEA内外航海（FuelEUの適用と
なるエネルギー量：50%）でバイオ
燃料等の低GHG強度燃料を使用する
場合

– e-メタノール等のグリーン燃料を使
用する場合（2033年までGHG強度
を半分として計算できるため）

■ 結果及び考察



当事者間で事前に確認が必要な項目
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注：CB = コンプライアンス・バランス

◼ 当事者間（用船者/船主/船舶管理会社）で事前に確認が必要な項目（例）

Poolへの
参加の有無 確認が必要な項目（例）

参加する • Poolへの参加方法
（例：Poolの主導者となるのか、他の船舶のPoolに参加するのか、等）

• 航海単位/月毎のCB余剰分/CB不足分の精算の要否、またその方法
（例：検証済みStatementが必要か、等）

• 用船期間/年間でCBが余剰/不足する場合の精算の要否、またその方法
（例：CB余剰分に相当する金銭の支払い、CB不足分/罰金額に相当する金銭の支払い、等）

• 用船期間外のCB余剰分/不足分の精算の要否、またその方法
（用船期間が1月1日から12月31日までの全期間をカバーしない場合）

参加しない • 航海単位/月毎のCB余剰分/CB不足分の精算の要否、またその方法
（例：検証済みStatementが必要か、等）

• 用船期間/年間でCBが余剰/不足する場合の精算の要否、またその方法
（例：CB余剰分に相当する金銭の支払い、CB不足分/罰金額に相当する金銭の支払い、等）



◼ ClassNK 出版物
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ClassNKのサポート

（和）

（和） （英）

FuelEU Maritime対応に
関するFAQ
（第3版）

バイオ燃料使用にむけた
テクニカルガイド
（第1.1版）

本テクニカルガイドは、ClassNKウェブサイ
トのマイページにログイン後、メニュー「ガ
イドライン」よりご覧いただけます
https://www.classnk.or.jp/account/ja/Rul
es_Guidance/ssl/guidelines.aspx

（和）

（和） （英）

ClassNK 代替燃料インサイト
（Version 2.2）

https://www.classnk.or.jp/hp/pdf/authentication/eumrv/FuelEU_faq_2_j.pdf
https://www.classnk.or.jp/hp/pdf/authentication/eumrv/FuelEU_faq_3_j.pdf
https://www.classnk.or.jp/hp/pdf/authentication/eumrv/FuelEU_faq_3_e.pdf
https://www.classnk.or.jp/account/ja/Rules_Guidance/ssl/guidelines.aspx
https://www.classnk.or.jp/account/ja/Rules_Guidance/ssl/guidelines.aspx
https://www.classnk.or.jp/hp/pdf/authentication/eumrv/FuelEU_faq_2_j.pdf
https://download.classnk.or.jp/documents/ClassNKAlternativeFuelsInsight_j.pdf
https://download.classnk.or.jp/documents/ClassNKAlternativeFuelsInsight_e.pdf
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ClassNKのサポート

■ 排出量データの見える化、航海単位/月単位の検証

◆ClassNK ZETAによるEU関連航海デ
ータのGHG強度、コンプライアンス
・バランスの見える化

◆任意の期間（航海単位/月単位）のGHG強度やコ
ンプライアンス・バランスの算出、証明書のタイ
ムリーな発行を通じて海運ビジネスをサポート

※ClassNK ZETAの利用は、本会のEU-MRV認証その他の検証結果の取得を保証するものではありません。
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◆従来燃料とバイオ燃料の使用を想定し、FuelEU MaritimeのGHG強度規定に低
コストで適合するための手段について、シミュレーション及び考察を行った。

◆「従来燃料を使用し罰金を支払う」よりも、「従来燃料とバイオ燃料の使用」に
よりGHG強度上限値を達成する方が、現実的には低コストとなる。

◆「コンプライアンス・バランスの調達価格」によっては、「従来燃料とバイオ燃
料の使用」よりも低コストでGHG強度規定に適合できる場合もある。

◆当事者（用船者/船主/船舶管理会社）間で、様々な場合を想定して協議を行い、
確認事項を明確化しておく必要がある。

◆ClassNKは、規則に関する最新情報の提供に加え、ClassNK ZETAによる関連デ
ータの見える化やニーズに応じた検証を通じ、海運ビジネスをサポート。

まとめ



for your kind attention
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